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1. はじめに

　鋼管充填コンクリート構造(以下、CFT構造と

する)は構造性能の利点から、構造特有の力学的

性質や施工方法について研究が進んだ 1990年頃

から急速に普及した構造である。さらに、近年の

CFT 構造は、高層建築物に採用される事例が多

く、高さ300m、設計基準強度150N/mm2を超える

高層建築物に採用された事例も報告されている1)。

このようにCFT構造が普及する一方で、今後CFT

柱の解体工事の増加が見込まれるものの、CFT柱

の解体方法は確立されておらず、現状のCFT柱の

解体工法には様々な問題点がある。

　そこで、本研究は、CFT柱の解体工法の確立に

向けた手掛かりを得るために、施工実験により作

製した CFT 柱の解体を対象としてアンケート調

査を実施した。ここでは、解体したCFT柱の概要、

解体手法、現状の課題について調査した。

　

鋼管充填コンクリート柱の解体工法に関するアンケート調査

日本大学理工学部建築学科　中田　善久

2. アンケート調査の概要

　アンケートの対象者は、総合建設業社24社(67

名 )とし、調査期間は平成 28年 12月から平成 29

年2月とした。なお、アンケートの回答数は10件

であった。

　調査項目と設問項目を表1に示す。アンケート

は、施工実験によって作製したCFT柱の解体を対

象とし、調査項目を、CFT柱の解体に関連する「施

工実験におけるCFT柱の概要」「CFT柱の解体方

法」および「解体の計画と実務」の3項目とした。

また、設問形式は、選択式もしくは記述式とした。

3.　CFT柱の解体方法

3.1　CFT柱の解体手順

　CFT柱の解体手順を図1に示す。解体手順は、

「CFT柱を地上に下ろし解体をした」とする回答

が 6 件であり、このうち「CFT柱を転倒させた」

とする回答が4件、「CFT柱をブロックに切断・分

割してクレーンによって吊り下した」とする回答

が 2 件であった。そのため、CFT 柱の解体に
表1　調査項目および設問項目

調査項目 設問項目

施工実験
における
CFT柱の
概要

CFT柱の構成

(1)鋼管の形状

(2)鋼管の寸法

(3)コンクリートの強度

(4)鋼管内の鉄筋

(5)ダイヤフラムの形式

ダイヤフラム
下の充填率
の確認方法

(1)充填率の確認の有無

(2)目視での確認方法

CFT柱の解体方法

(1)解体手順

(2)鋼管とコンクリートの分別方法

(3)CFT柱の切断方法

(4)CFT柱の切断箇所

(5)CFT柱の切断に要した時間・作業員の人数

(6)解体方法を選定した理由*
(7)選定した解体方法で懸念される事項*
(8)コンクリートの破砕について

(9)解体後のコンクリートの再資源方法

解体の計画と実務
(1)解体の計画と実際の作業の差違

(2)CFT造の解体方法についての所見*

*複数回答可

2件

2件

未回答

CFT柱をブロックに切断・分割して
クレーンによって吊り下した

2件
不明

転倒させた

4件

図1　CFT柱の解体手順



クレーンを設置するための広いスペースが

必要であると考えられる。

3.2　鋼管とコンクリートの分別方法

　鋼管とコンクリートの分別方法を図2に示す。

鋼管とコンクリートの分別方法は、「鋼管のみを

切断し、皮を剥くように鋼管を剥ぎ取った」とす

る回答が1件、「鋼管を切断後、鋼管の切断箇所か

ら別の方法でコンクリートを切断し、鋼管を剥ぎ

取った」とする回答が 2 件、「鋼管とコンクリー

トを一緒に切断し、鋼管を剥ぎ取った」とする回

答が 2 件であった。また、「組立て方式の鋼管を

用いた」とする回答が4件あった。これは、施工

実験に用いられたCFT柱は、実際の建築と異なり

施工後に短期間で解体を行うことから、容易に解

体を行えるように計画されていたと言える。

　

3.3　鋼管のみを切断し、皮を剥くように鋼管を

     剥ぎ取った事例

1)CFT柱の概要

　CFT柱の概要を表2に示す。鋼管の形式は、内

ダイヤフラム形式の角形鋼管であり、充填された

コンクリートは、設計基準強度が 48 ～ 60N/mm2

の高強度コンクリートであった。

1件
未回答

4件

組立て方式の
鋼管を用いた

1件

鋼管のみを切断し、
皮を剥くように鋼管を剥ぎ取った

鋼管を切断後、鋼管の切断箇所から
別の方法でコンクリートを切断し、
鋼管を剥ぎ取った

鋼管とコンクリートを一緒に切断し、
鋼管を剥ぎ取った

2件

2件

2)解体方法

　CFT柱の解体は、アセチレンを用いたガス切断

機とワイヤーソーを併用して鋼管を切断した後

に、写真 1 のように鋼管を剥ぎ取る方法であっ

た。そして、コンクリートの破砕は圧砕機によっ

て行われていた。

　鋼管の切断作業は、作業員 1人で行われ、1面

あたり 3時間程度の時間を要した。

3)懸念される事項

　ガス切断機を用いた解体は、鋼管の切断時に飛

び散った火花によって、作業員が熱傷を負う恐れ

がある事や、充填されたコンクリートがガス切断

機によって急激に熱せられると、表面が爆ぜ散る

危険があることが懸念される。また、ガス切断機

の火炎が、鋼管を貫通せずに、CFT柱内に充填さ

れたコンクリートによって跳ね返されるため、切

断効率が悪くなることも懸念される。

　ワイヤーソーを用いた解体は、切断する対象の

材質によってワイヤーの仕様が異なるが、CFT柱

の解体において、鋼管とコンクリートを同一のワ

イヤーで切断するため、切断効率の低下や、ワイ

ヤーの摩耗が激しくなることが懸念される。そし

表2　CFT柱の概要

写真1　鋼管とコンクリートの分別作業の様子図2　鋼管とコンクリートの分別方法

項目 仕様

鋼管の形状 角型鋼管

鋼管の寸法(mm)
外径 不明

高さ 不明

板厚 不明

コンクリートの強度(N/mm2) 設計基準強度 48～60
コア強度 不明

鋼管内の鉄筋 無し

ダイヤフラムの形式 内ダイヤフラム



図3　鋼管とコンクリートの切断箇所

て、ワイヤーソーを用いた解体において、ワイ

ヤーの摩擦熱を冷やすために水を多量に用いる。

そのため、水を供給するための設備や、鉄やコン

クリートの切粉を含んだ水の処理を行う設備が必

要になることも懸念される。

　さらに、解体作業の懸念事項として、切断後の

鋼管を剥ぎ取る作業に時間が掛かる点や、解体す

るために大きなスペースが必要となる点もあげら

れる。

3.4　鋼管を切断後、鋼管の切断箇所から別の方

     法でコンクリートを切断し鋼管を剥ぎ取っ

     た事例

1)CFT柱の概要

　CFT柱の概要を表3に示す。鋼管の形式は、外

径 600× 600mm、高さ 9,600mm、板厚 22mmの角

型鋼管であり、ダイヤフラムは内ダイヤフラム形

式であった。充填されたコンクリートは、設計基

準強度が 60N/mm2、コア強度が 74.6～85.1N/mm2

の高強度コンクリートであった。

2)解体方法

　CFT柱の解体方法は、CFT柱を転倒させ、地上

に下ろした後にアセチレンを用いたガス切断機と

高速カッタを併用して、図3に示す位置において

鋼管の切断を行った。また、コンクリートの破砕

は、大型ブレーカを用いて 1m角程度となるよう

に行われた。

3)懸念される事項

　本事例は、前者の事例と同様に、ガス切断機を

用いていたため、作業員が熱傷を負う恐れがある

事や、鋼管単体に比べて切断効率が悪いことが懸

念される。

　また、高速カッタを用いた解体方法は、ワイ

ヤーソーと同様に、カッタの摩擦熱を冷ますため

に水を多量に用いる。そのため、水を供給するた

めの設備や、泥分を含んだ水の後処理のための設

備が必要なことが懸念される。

　さらに、鋼管とコンクリートを分別する際の懸

念事項として、切断後の鋼管を剥ぎ取る作業に時

間がかかるということや、解体するために大きな

スペースを必要とすることもあげられる。

3.5　鋼管とコンクリートを一緒に切断し、鋼管

　　 を剥ぎ取った事例

1)CFT柱の概要

　CFT柱の概要を表4に示す。鋼管の形式は、外

径 600 × 600mm、高さ 10,862mm、板厚 19mmの

角型鋼管であり、ダイヤフラムは内ダイヤフラム

形式だった。充填されたコンクリートは、設計基

準強度が 60N/mm2、コア強度が平均 100N/mm2の

高強度コンクリートであった。

2)解体方法

　CFT柱の解体は、CFT柱を転倒させ地上に下ろ

し、その後、ワイヤーソー切断機によって、図4

に示す位置において鋼管とコンクリートを3箇所

切断する方法だった。そして、コンクリートを鋼

管から剥ぎ取り、破砕する方法で解体を行ってい

項目 仕様

鋼管の形状 角型鋼管

鋼管の寸法(mm)
外径 700×700
高さ 9,600
板厚 22

コンクリートの強度(N/mm2) 設計基準強度 60
コア強度 74.6~85.1

鋼管内の鉄筋 無し

ダイヤフラムの形式 内ダイヤフラム

鋼管の切断箇所

コンクリートの破砕箇所

表3　CFT柱の概要



4件

7件

考えられる分別方法のうち、
最も安全性が高いため

その他

1件

考えられる分別方法のうち、
最も短時間で解体できるため

考えられる分別方法のうち、
最もコストが安いため

1件

た。

3)懸念される事項

　ワイヤーソーを用いた解体方法は、前述したよ

うに、CFT柱の解体において、鋼管とコンクリー

トを同一のワイヤーで切断するため、切断効率が

低下し、解体に時間がかかる点が懸念される。ま

た、ワイヤーの摩耗が激しくなり、コストが高く

なってしまう点も懸念される。

2.5　組立て方式の鋼管を用いた事例

1)CFT柱の概要

　CFT柱の概要を表5に示す。鋼管の形式は、外

径 500 × 500mm、高さ 10,000mm、板厚 16mmの

角型鋼管であり、ダイヤフラムは内ダイヤフラム

形式だった。充填されたコンクリートは、設計基

準強度が48N/mm2、コア強度が81.2N/mm2の高強

度コンクリートであった。

2)解体方法

　鋼管は、製作する段階で、ダイヤフラムの上下

をボルト接合として、容易に分割できるように作

製された。そのため、CFT柱の解体方法は、ダイ

ヤフラム高さで分割し、クレーンによって吊り下

した方法だった。

3)懸念される事項

　本事例は、解体を意識して鋼管をボルト接合と

する計画だったため、比較的容易にCFT柱の解体

を行う事ができる。しかし、この解体方法は、鋼

管の作成に時間やコストが掛かることが懸念され

る。また、ボルト接合による組立て式の鋼管は、

実構造部材に採用しにくいことが考えられる。

4.　CFT造の解体方法についての所見

4.1　鋼管とコンクリート分別方法の選定理由

　鋼管とコンクリートの分別方法の選定理由を図

5に示す。「考えられる分別方法のうち、最も安全

性が高いため」という理由が最も多く、7件回答

された。次に、「考えられる分別方法のうち、最

も短時間で解体できるため」という理由が多く、

4件回答された。「その他」の理由は、「鋼管内の

充填率を確認するため」という回答であった。ま

鋼管とコンクリートの切断箇所

項目 仕様

鋼管の形状 角型鋼管

鋼管の寸法(mm)
外径 600×600
高さ 10,862
板厚 19

コンクリートの強度(N/mm2) 設計基準強度 60
コア強度 平均100

鋼管内の鉄筋 無し

ダイヤフラムの形式 内ダイヤフラム

項目 仕様

鋼管の形状 角型鋼管

鋼管の寸法(mm)
外径 500×500
高さ 10,000
板厚 16

コンクリートの強度
(N/mm2)

設計基準強度 48
コア強度 81.2

鋼管内の鉄筋 無し

ダイヤフラムの形式 内ダイヤフラム

表4　CFT柱の概要

表5　CFT柱の概要

図4　鋼管とコンクリートの切断箇所

図5　鋼管とコンクリート分別方法の選定理由



5件

現状の解体工法
で問題ない

1件

6件

より安全な解体工法
の開発が望まれる

6件

より工期の短い解体工法
の開発が望まれる

その他

2件

より低コストの解体工法
の開発が望まれる

た、「この方法以外では分別できないから」との

選択肢は回答されなかった。このことから、各解

体の事例において、複数の分別方法が選択肢に

あったことが示唆される。そして、回答された理

由によって合理的に解体方法が選択されたことが

窺える。

4.2　CFT造の解体方法に対する所見

　CFT造の解体方法に対する所見を図6に示す。

「現状の解体工法で問題ない」とされる回答が1件

あった。しかし、「より安全な解体工法の開発が

望まれる」とされる回答が 6 件、「より低コスト

の解体工法の開発が望まれる」とされる回答が5

件、「より工期の短い解体工法の開発が望まれる」

との回答が 6件あった。

この所見は、鋼管とコンクリートの分別方法の選

定理由とほぼ同一の傾向を示し、安全性が高いこ

とや、解体時間が短いために選ばれた分別方法は

あるものの、CFT柱の解体において、現状CFT柱

独自の解体工法でないため、より安全性が高い解

体工法や、解体時間が短い解体工法の開発が望ま

れていると言える。

　また、「その他」の所見は、「騒音や振動の少な

い解体工法の開発が望まれる」との回答と、「CFT

柱のままリユースする方法が考えられる」とされ

る回答であった。「騒音や振動の少ない解体工法

の開発が望まれる」との回答は、CFT造のみなら

ず、建築物全般の解体は、周辺環境に配慮する必

要があることが影響しているといえる。さらに

「CFT柱のままリユースする方法」は、運搬方法

等の課題はあるものの、CFT柱の解体手順が少な

くて済むことが考えられる。そのため、解体時間

の短縮につながる可能性があるといえる。

5.　まとめ

　本研究は、施工実験におけるCFT柱の解体方法

に関して、アンケート調査を行った。そして、得

られた知見を以下に示す。

(1) 施工実験におけるCFT柱の解体事例は、解体

   方法が確立されていないため少ない。

(2) 施工実験の計画の段階で、CFT柱の鋼管を組

　立て方式として、比較的容易に解体できるよ

　うにしている事例が多く見られた。また、解体

　方法は安全性や解体時間を重視して選ばれる

　傾向にあった。

(3)CFT柱の分別方法の選定理由と今後の解体工

   法の開発に期待されることは、ほぼ同一の傾

   向を示し、安全性が高いことや工期が短いこ

   とが望まれていた。
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図6　CFT造の解体方法に対する所見
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